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 要  旨 
歌鳥と呼ばれる種の鳥はさえずりや歌と呼ばれる音声を発する. この歌は遺伝的制約と後天的
な学習により獲得される能力であることが知られており, これらの共通点から, 歌鳥は人間の音
声言語獲得過程の良いモデル生物として扱われている.  
 
このような経緯から歌鳥は盛んに研究されているが, 特にジュウシマツという鳥の歌が近年注
目を集めている. ジュウシマツの歌はその他の歌鳥と比べて複雑で, 単語や文に相当する階層構
造を持っている. この単語に相当する構造をチャンクと呼ぶ.  
 
このジュウシマツの歌は学習臨界期内に親鳥の歌から正例学習されると考えられている. 一方, 
k 可逆言語は Angluin により提唱された多項式時間内で正例学習可能な言語クラスである. 本論
文では k 可言語の学習アルゴリズムに基づく, ジュウシマツの歌文法解析手法を提案する. 我々
はこれまでにも k 可逆言語の学習アルゴリズムを用いてジュウシマツの歌を解析することを試み
てきた. しかし複雑な歌に対しては適切な文法を抽出できない, 繰り返し構造を表現できないな
どの問題点があった. そこで, これらを解決するため, チャンク抽出手法を新たに導入し, k 可逆
言語の学習アルゴリズムに基づく歌文法解析手法の改良を行った.  
 
本論文ではオートマトンの適切さを評価するための評価関数の導入や, 人工歌を用いた評価実
験, そして実際のジュウシマツの歌を用いた解析結果について述べる. ジュウシマツの歌を解析
した結果, 複雑な歌に対しても, 以前の手法と比べて適切に歌文法を表現することができること
が確認できた. またジュウシマツの幼鳥期から成鳥期にかけての歌データを解析し, 成長に伴う
歌文法の変化を観察することができた. その結果, ジュウシマツの歌文法の発達には歌の複雑さ
が単調減少するタイプと, 二段階の発達過程を持つタイプの二種類が存在することが分かった.  
 
 
